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生活科・理科及び総合的学習における栽培活動の今後の在り方
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I は じ め に

教育課程審議会の答申が7月末に出され,新学習指

導要領の方向が明らかになってきた。今回の改訂の大

きな柱として,教育課程の基準の一層の大綱化,その

運用の弾力化が挙げられる。いわゆる,各学校が創意

工夫を生かし特色ある教育,特色ある学校づくりを進

めることである。その中心的な役割を担うべく,新た

に「総合的な学習の時間」が創設された。学校5日制

に伴う授業時数の削減に加え,小学校では,国語科,

算数科に次ぐ,週当たりの授業時数となる「総合的な

学習の時間」に当てられる時間数を繰り出すために,

各教科は,授業時間数が大幅に削減されている。

このような状況の下では,各学年間,教科及び領域,

総合的な学習の時間の関連を明確にすることで,削減

された時間を補い,さらにゆとりにつながるような教

育課程の編成が必要である。

そこで,本研究では,生活科及び理科,総合的な学

習の時間で扱うことの可能な「栽培活動」に焦点を当

て,その在り方を探りたい。

Ⅱ 低学年理科と生活科における栽培活動

1 ねらいの違いから

かつての低学年理科での栽培活動は,植物の成長・

変化していく様子を知ることに重点が置かれ,栽培は

それらを知るための手段として考えられがちであっ

た。したがって,教材も成長・変化かとらえやすいア

サガオやヒマワリが全国一律で使われることが多かっ

た。生活科においては,子供が植物を育てて楽しみ,

自分の生活を充実させていくことが大切なねらいと

なっている。子供が栽培したいという願いをもち,植

物に親しむ中から,栽培の楽しさ,成長・変化,不思

議さや面白さ,収穫の喜びなどを自分の成長とかさね

て体験していくのである。

本研究では,同じ植物を扱いながら,ねらいが違う

低学年理科と生活科の栽培体験を調査結果から,比較

することによって,生活科,理科及び総合的な学習の

時間における栽培活動の在り方を考察する。

2 他の比較研究から

低学年理科と生活科を学んだ児童の比較について

は,日本理科教育学会拡大教育課程委員会が, 1995年

にいくつかの調査を行っている1)。この調査の中で,

｢理科｣を1年から6年まで学習した児童と3年から

6年まで学習した児童とでは, 45%の教師が学力差が

｢ある｣と回答している。その理由として,①｢生活

科での体験はこれまでの理科での体験と質・量とも異

なる｣,②｢よかった楽しかったで終わってしまい経験

が定着しにくい｣,③｢科学的な方法や考え方が育って

いない｣,④｢自然に触れ合う機会の減少｣が挙げられ

ている。①については,既に述べたように教科のねら

いが異なるので当然である。②については,教育課程

審議会｢中間まとめ｣2)でも,｢知的な気付きを深めるこ

とが十分でない｣という指摘されており,この点を改

善する方向で検討がされている。③については,①と

同様生活科においては主なねらいではないが,科学的

な方法や考え方の基礎を培う必要は感じる。④につい

ては,本研究で対象とした植物との触れ合いに関して

は,反対に自然と触れ合う機会が増えているという結

果が出ている。この調査の結果を踏まえながら,生活

科・理科における栽培活動の在り方を考えたい。

3 植物学習の関心度から

川上らが行った理科の学習内容別好き嫌らいの調査

によると3)植物に関わる内容は,小学生(3年から6

年)においては,他の内容に比べて関心度は,どの学

年においても低いが,中学生,特に女子においては,

学年が進むにつれて,関心度が高まり,中学3年では,

関心度が最も高い内容となっている。これは,中学に

なると他の内容に比べ,身近な内容であることや実物

に触れながら学習できることに起因していると思われ

る。栽培活動を考える上で,この調査結果は重要な示

唆を与えてくれるものである。

ⅡI 栽培活動についての実態調査

1 調査のねらい

栽培活動を低学年理科で学習した世代と生活科で学

習した世代で,栽培に対するイメージにどのような違
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いがみられるかを調査によって明らかにしようと考え

実施した。

2 調査の方法

(1)予備調査

自由記述による調査を行い,調査問題,選択肢など

の吟味や調査学年を決定する。

調査対象と時期:愛知教育大学3年生52名(1997年6

月実施)

名古屋市立橘小学校5年57名,3年

52名(1997年9月実施)

(2)本調査

調査方法:質問紙法(資料参照)

調査時期:1998年4 ・ 5月

調査対象:名古屋市立田代小学校3年127名

6年170名

名古屋市立弥富小学校3年117名

6年119名

名古屋市立桜山中学校3年226名

愛知教育大学3・4年 210名

各世代を抽出した理由は,小学校3年生は,生活科

の学習を体験しただけの世代,小学校6年生は,生活

科でも理科でも栽培を体験している世代,中学校3年

生は,生活科の学習を体験せず,低学年理科を学習し

た最後の世代,大学生は,低学年理科を学習した世代

である。名古屋市内の三つの学校は,学区が自然環境

に恵まれていない都市型の学校を抽出した。

3 調査結果

(1)栽培活動の好き嫌いの調査

図1 栽培の好き・嫌いの調査

栽培活動について「好き」「普通」「好きでなり」の

3段階で調査をすると共に,その理由を8項目から自

由選択させた。この8項目は,自由記述させた予備調

査から,肯定的な理由4項目,否定的な理由4項目を

挙げたものである。図1から,「好き」は,年齢を追う

ごとに少なくなり,反対に「好きでない」が増えてく

る。図2を見ると,左から4項目が肯定的理由,右か

ら4項目が否定的理由になっている。この結果も好き

嫌いの調査結果を反映したものとなっている。

図2から,否定的な理由としては,「世話をするのが

大変」「観察記録をかくのが面倒」の2項目が年齢が上

がるごとに増えていっているのが分かる。

また,肯定的な理由においては,「育つのが楽しみ」

「食べられる」「花や実ができるとうれしい」は,どの

年齢も大差ないが,「いろいろなことが分かる」の項目

のみ,小学校3年と他学年で大きな差が見られる。こ

れは,生活科では,植物とのより新鮮な出会いから,

主体的なかかわりが生まれ,子供個々の中に,その子

なりの気付きが形成されている結果ではないだうか。

したがって,生活科の活動において,気付きは常に形

成されており,それを敏感に教師が把握し,より鮮明

にするような支援が大切である。これが,教育課程審

議会「審議のまとめ」で述ぺて･いる「知的な気付きを

大切にする」ということにつながる。

図2 栽培の好き・嫌いの理由

(2)栽培経験のある植物名調査

選択肢とした植物名は,予備調査で多かったもの上

位20種を挙げた。小学校3年生でも大学生でも,一人

が挙げた種類数は差がない。表1から,特徴的なこと

は,大学生では,ほとんどがアサガオ,ヒマワリを挙

げている。また,当時も教科書に載っていたオジギソ

ウ,コスモスなどの記述は著しく低い。これは,はし

めに述べた中心教材による指導に偏りがちだった低学

年理科の栽培の実態を反映している。反対に小学校3

年,6年では,多くの種類について,満遍なく挙げら

れている。また,生活科の栽培の特徴でもある野菜類

など食べられるものの栽培体験が増えている。
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表1 低学年で栽培したことのある植物

(3)「栽培」から連想するものの調査 :

自由記述させた予備調査から,「栽培」という言葉か

ら連想されるものは,次の五つのカテゴリーに分けら

れることが分かった。

①植物自体に関する内容(花・葉・種など)

②成長条件に関する内容(水・日光・肥料など)

③栽培に必要な道具等(土・植木鉢・じょうろなど)

④活動に関する内容(草取り･水やり･観察記録など)

⑤心情的な内容(きれい・大切・苦労・楽しみなど)

そこで,本調査では,各カテゴリーから5項目ずつ

合計25項目を選択肢としてランダムに並べ,5個選択

させた。

図3から,小学校3年では,「心情的な内容」の割合

が他の年齢に比べて多い。これは,発達段階の違いに

もある程度は起因しているが,生活科での栽培の特徴

と言えよう。表2より,大学生では,「活動に関する内

容」中でも「観察記録」「当番」「世話」という言葉が,

他の年齢に比べて著しく多くなっており,栽培=観察

記録の強制十当番による世話といったイメージが強く

形成されていることが分かる。

(4)栽培の思い出の調査

栽培活動での楽しかったことやいやだったことなど

思い出を自由記述させた。以下にその一部を示す。

<大学生〉

①小学校4年のとき,ジャガイモを栽培し,母と子供

が一緒にカレーを作ったのがとても記憶に残ってい

る。

②花や実ができたときは,すごくうれしかった。特に

イチゴは,育てて2年目に実を付け,感動した。

③ヘチマを育てたとき,その実を使ってタワシをみん

なで作った。うまくできて感動した。
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④毎日,植物の様子を観察しにいって,世話をするの

が面倒だった。

⑤絵が苦手で,観察記録に残すのは,いつも変わりば

えがしなくて好きでなかった。

⑥夏休みの当番制の水やりが,いやでしかたがなかっ

た。

⑦夏休み前にアサガオの大きな植木鉢を持ち帰るのが

大変だったことを覚えている。でも,夏の朝,花が

咲いているのを楽しみにしていた。

〈6年生〉

①食べ物を育てるのはすごく楽しみだけど,毎日世話

をしているとめんどくさくなることがある。

②2年生の時,キューリ,ナス,ハツカダイコンを育

てて,みんなでおしたしにして食べた。

③芽が出たとき,花が咲いたときは,すっごくうれし

い。でも育つのに時間がかかり,世話を忘れてしま

うこともあった。

④イネやトウモロコシを育てて,食べたとき,とても

おいしかった。

⑤観察していて絵をかいて,となりの子はすごくうま

いのに自分は下手で,どんどん絵をかく時間が増え

て観察がいやになった。

⑥野菜を育てていて,自分だけ芽が出なかったり,途

中で枯れてしまったとき,とてもいやで,もうやり

たくないと思った。

⑦生活科のときは,いろいろやれておもしろかった。

大学生①~③のように,栽培物を使って何かをした

体験は,大人になっても強く印象に残るようである。

大学生で特に多いのは,④~⑥のような記述である。

栽培へのあまりよくない印象が残ってしまっている。

小学校6年でも,やはり食べた体験を挙げているも

のは多い。また,⑥のように失敗体験の記述も他の学

年に比べ目立つ。これは,生活科での野菜などの栽培

が,かつて低学年理科で扱われていたアサガオ・ヒマ

ワリに比べて難しく,失敗も多くなってきたことの表

れだろう。失敗も貴重な体験ではあるが,それがもと

で,栽培嫌いになってしまわないような配慮が必要で

あろう。,

4 結果のまとめ

生活科での栽培を経験した小学生と低学年理科での

栽培を経験した中学校3年生,大学生の意識を比較す

ると,低学年理科では√成長の過程の認識に重きを置

きすぎた結果,観察日記をつけることに苦痛を感じ,

栽培が嫌いになる傾向が,調査(3)及び調査(4)から読み

とれる。また,理科では,一種の中心教材の学習に陥

りがちである。生活科では,栽培種も多く,個々の願

いに応じた栽培をし,栽培の楽しさを味わっているこ

とが,栽培のイメージの｢心情的な内容｣から分かる。

大人になっても自ら栽培に取り組むことができるよう

な植物との触れ合いを生活科を中心とした小学校教育

で培う必要を感じる。

IV授業への適用

本調査結果に基づき,今後生活科,小学校の理科及

び｢総合的な学習の時間｣において,どのように栽培

活動に取り組めばよいか考えを述べたい。

先に示した川上(1998)が行った理科好嫌に関する

調査研究によると,小学校では,植物を扱う内容は,

他の内容に比べて関心が低いことが明らかになってき

ている。では,どうすれば関心が高まるのか。簡単に

言えば,本調査(1)における好き嫌いの理由で,肯定的

な部分を延ばし,否定的な部分を克服するような指導

計画を考えればよい訳だが,なかなか難しいことであ

る。

まず,生活科では,より多様な植物の栽培に取り組

ませたい。子供の思いや願いを大切にする生活科の趣

旨から言っても,1・2種類の栽培種では,個々の思

いや願いを生かすことができない。調査結果では,低

学年理科のころに比べて,多くの植物の栽培経験があ

ることが分かってきているので,さらにこの方向を伸

ばしていきたい。また,栽培活動のから季節の変化を

味わうことのできるような配慮も必要である。子供の

生活から季節感というものが今や消えていきつつある

からである。現状の生活科における栽培は,春から夏

にかけての栽培種がほとんどであり,秋から冬または

春にかけての栽培種は少ない。今後は,こうぃったシー

ズンに栽培できる植物にも取り組ませたい。幸い教育

課程審議会｢審議のまとめ｣4)でも,2年間を通した教

育課程が組めるような方向にあり,学年をまたがるよ

うな植物の栽培も可能になってきた｡秋以降の栽培は,

夏休みのような長期休業もなく管理や世話もしやすい

と考える。ぜひ,秋まきあるいは秋植えの学習材の開

発をしてほしい。春から夏,夏から秋,秋から冬そし

て春と栽培物とかかわった経験は,4年生理科で学習

する季節の変化と生物の様子の基礎体験につながるも

のである。

生活科における植物とのかかわらせ方は,現状の方

向をさらに進めるようにしたい。すなわち,観察中心

でなく,自分とのかかわりで,より心情的なかかわり

に重点を置くような支援を考えてほしい。植物との対

話に楽しみや喜びを,この時期に体験させておきたい。

さらに詳しく述べると,生活科において｢観察する｣

とは,｢何かを明らかにするために諸感覚を用いて,既

有経験と関係づけたり,対象を見直したりして,客観

的なことを見い出す｣5)ような理科的な観察ではない。

生活科では,｢観察｣は,単なる方法でなく,目標でも

あり内容でもある。既有経験の乏しい低学年の児童に

とって,栽培を通して,植物と触れ合う中で,植物を

見る自分なりの枠組みを作っていくことになる。言い

換えると,自分なりの願いを込めたり,思いを入れた
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りして植物を見ることになる。このように生活科では,

観察の視点も個々で異なり,より主観的な観察となろ

う。したがって,この観察から得られた気付きも一人

一人違ってくる。

理科では,一つの栽培種による学習からの脱皮を図

りたい。現行の教科書を見ると1種類の中心教材を補

う植物が載せてあるが,現状は中心教材(3年:ヒマ

ワリ,4年:ヘチマ,5年:イングンマメ,6年:ジャ

ガイモなど)とされている植物へのウェイトはかなり

高い。その原因としては,指導時間が少なく,栽培す

る場所もないので中心教材だけを取り上げざるを得な

いというのが現状であろう。ますます,時間数は減る

ばかりで小学校3年生などは2/3になってしまう。

こうなれば,さらに中心教材だけの植物学習となり「学

習のための栽培」に陥り,栽培の過程で体験できるプ

ラスアロフアの部分がなくなり,栽培がおもしろくな

くなっていくであろう。

そこで,特に中学年では,「総合的な学習の時間」で

栽培活動を取り上げたい。「総合的な学習の時間」は何

も例示された「国際理解」「環境」「情報」「福祉･健康」

を中心に扱う必要はない。教育課程審議会「審議のま

とめ」6)では,「総合的な学習の時間」の学習活動とし

て,「児童・生徒の興味や関心に基づく課題」「自然体

験・・・ものづくりや生産活動などの体験的な学習」

を上げており,この意味では,「栽培活動」は打ってつ

けではなかろうか。また,栽培活動は,自然に恵まれ

ていない地域でも校内でも可能な体験活動である。す

でに,総合的な学習として栽培学習に取り組んでいる

例もある。

名古屋市立弥富小学校3年生では,「総合的な学習の

時間」を試行して,「花の時間」を設定し栽培活動に取

り組んでいる7)。同校では,「体験の中から課題を見つ

け追求する児童」の育成を目指し,1種類だけでなく,

各自の育てたい様々な種類の花作りに取り組んでい

る。できるだけ多くの栽培種を扱うことは,生物の多

様性と斉一性の理解にもつながり,理科学習の側面か

らみても有効である。

また,一つの植物の栽培を中心に据え,横断的な学

習に取り組んだ例もある。

名古屋市立大清水小学校5年生では,地域の農家で

栽培が盛んなプドウの一人一鉢栽培に取り組んでい

る8)。この栽培活動を通して,理科では,植物の成長条

件の学習,社会科では,農家の生産への工夫・願いの

学習,家庭科では,ブドウを使ったおやつ作りの実習,

道徳では,生命愛護や郷土愛を培う学習など横断的な

学習を進めている。このように,できれば高学年でも

実ができ,食べることのできる植物を学習材として取

り上げることで,栽培の喜びを味わわせたい。この小

学校時代の体験こそ,生涯に渡って植物好きにする素

地を培うことになろう。

ぜひ,「総合的な学習の時間」に栽培活動を取り入れ

た教育課程を編成することが必要である。

V指導計画案

上記の項目で示した内容を具体的な指導計画案とし

て次に示す。
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* 文献9),10)を参考に作成した。

* 各学年に食べることのできる活動を入れた。その

際,できる限り,理科の中心教材及び学習内容との

関連を図った(4・5年生)。

* 校内で栽培可能な植物を学習材として取り上げ

た。ウメやイチョウなど校内に実のなる木がある場

合は,それらを利用した総合的な学習の時間の活動

も可能である。

* できるがぎり地域の特産物を取り上げるようにし

たい。

VI お わ り に

植物を育てる活動は,｢園芸療法｣といった心や体を

癒す一つの方法にもなっており,心の教育を進める上

でも有効な方法であることは明らかである。園芸療法

の研究者は,次のように言っている。｢植物を育ててい

くことで,自然に責任感が生まれるし,体を動かすこ

とで気分を切り替えられる｣｢植物を育てることは奥深

い不思議な力がある。受動的だった人が自分より力の

ないものを世話することで能動的になる｣11)生活科や

総合的な学習の時間での栽培でも,このような児童の

姿を期待したいものである。

各学校では,本格的に学校の特色を生かした｢総合

的な学習の時間｣の指導計画の作成に入ることだろう。

その際,本研究で示した児童の興味・関心が高まる栽

培活動の在り方や指導計画案を参考にしていただけれ

ば幸いである。
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